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ֵ৽తώϡーマϯイϯλϑΣース技術の௥究ʙਅにੜऀ׆΍ࣾձにݙߩする৘ใ技術のཱ֬を目ࢦしてʙ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　ώϡーマンインタフェース、ίンϐϡータϏジョン、ίンϐϡータάラフィックスに関する基礎的な知識やιフトウェΞ開発能力があれ
͹望ましいですが、必ਢではありません。また、数学(زԿ、֬཰・౷ܭ、最ద化)も重要となります。

研究室の指導方針
　多様なόックάラウンυを持った学生のडೖをܴ׻する中で、研究テーマに関しては、学生のر望をଚ重しつつ、教員とのଧ合せを
重Ͷる中で、学生のಛ௃が活き、かつ、国ࡍ的に通用する研究テーマを設ఆします。また、άローόϧに活躍できるਓ材のҭ成にয点
を当て、日本ਓ学生とཹ学生がޓいに支͑つつ学ͼ合う環境の構ஙを目ࢦしています。そのため、研究室内での研究発දや議論、メー
ϧ連བྷなどをݪଇӳޠで行っています。また、ίミϡχέーション力を高めるために、プϨθンテーションスΩϧやデϞンストϨーショ
ンスΩϧのҭ成にも力をೖれています。

この研究で身につく能力
　一ൠ的な研究遂行能力、۩体的には、論理的ߟࢥ力、จݙௐࠪ能力、実験データ分ੳ能力、論จࣥච能力、チーム研究における౼
論力などは、۩体的な研究テーマによらずにम得Մ能です。その上で、研究室の研究ࢦಋ方਑によるものとして、ӳޠによる研究発ද
スΩϧや対໘でのઆ໌・౼論スΩϧ、デϞンストϨーションスΩϧなどがあります。また、ւ֎連携研究室における研究インターンシッ
プを推঑しており、そのような活動を通じて、国ࡍ研究プロジェクトに参画するためのӳޠӡ用能力をम得Մ能です。また、研究テー
マにґଘした能力として、ίンϐϡータϏジョンやίンϐϡータάラフィックス分野での高度なιフトウェΞ開発能力やඃ験者実験を通
じたώϡーマンインタフェースシステムの評価・分ੳ能力をम得Մ能です。

修了生の活躍の場
　લظ課ఔのमྃ生においては、̞̩ 関連企業全ൠにおいての技術開発෦門で活躍しています。ಛに、ө૾産業、ήーム・Τンターテ
インメント産業を目ࢦす学生が多いです。後ظ課ఔのमྃ生においては、大学教員を目ࢦす学生が多いですが、最ۙでは、ຽؒ企業な
どに就職する学生や、研究成Ռを用いて自らى業する学生もいます。

研究内容　
　本ࣨڀݚͰ͸ɺ真ʹੜऀ׆΍ࣾձʹ͢ݙߩΔ৘ใٕज़ͷཱ֬Λ໨ͯ͠ࢦɺֵ৽తͳώϡʔϚϯΠϯλϑΣʔεٕज़Λ௥͍ͯ͠ڀ· ɻͦ͢ͷͨΊʹɺώϡʔϚϯΠϯλϑΣʔεͱ͍
·Λ行͍ͬͯڀݚ͍ͨ༺෼野ͷ中ͰɺओʹίϯϐϡʔλϏδϣϯ΍ίϯϐϡʔλάϥϑΟοΫεʹؔ࿈͢Δٕज़Λڀݚ͏ ɻ͢ಛʹɺ֦ுݱ実ײɾෳ合ݱ実ײ΍όʔνϟϧϦΞϦςΟ
ʹ͍ͭͯͷڀݚͰ͸ࡍࠃ水४ͷڀݚ੒ՌΛ্͍͛ͯ· ɻ͢৽ػೳͷ૑出ɺਫ਼౓ɾ৴པੑ౳ͷੑೳ্޲ɺԠ༻γεςϜ։ൃͱ͍ٕͬͨज़։ൃڀݚʹཹ·ΒͣɺͦΕΒٕज़͕Ϣʔβ΍
ࣾձʹٴ΅͢Өڹ౳ΛධՁ͢Δڀݚ΋行ͬͯ ͍· ɻ͢·ͨɺҟ෼野ͷऀڀݚͱͷڞಉڀݚ΋ੵۃతʹ行ͬͯ ͍· ɻ͢ڀݚͷԠ༻ઌͱͯ͠͸ɺۀ࢈෼野ɺΤϯλʔςΠϯϝϯτ෼野ɺ
ϔϧεέΞ෼野Λ͸͡Ίɺଟ༷ͳ෼野ؚ͕·Ε· ɻ͢۩ମతͳྫࣄڀݚΛҎԼʹࣔ͠· ɻ͢

）̍次ੈ୅ϔουϚ΢ϯτσΟεϓϨΠ（̢̝̙）
　ओʹ̎ͭͷ؍఺͔ΒڀݚʹऔΓ૊ΜͰ͍Δɻ̍ͭ͸ɺϝΨωͷΑ͏ʹബܰ͘ྔͰɺ͔ͭɺ広ࢹ野角ɺ高ը࣭ͳ̢̝̙ͷ実ݱͰ͋ΔɻϚΠΫϩϨϯζΞϨΠํࣜΛ࠾༻͢Δ͜ͱͰ
ബܕΛ୲保্ͨ͠Ͱɺ௒高ϐονσΟεϓϨΠύωϧɺٿ؟ӡಈ௥੻ͳͲͷٕज़Λ༻͍Δ͜ͱͰ広ࢹ野角Խͱ高ը࣭ԽʹऔΓ૊ΜͰ͍Δɻ̎ͭΊ͸ɺ̢̝̙࢖༻͕Ϣʔβͷ؟ʹ༩
͑ΔѱӨڹ	ർ࿑ײ΍ྗࢹ௿Լ
Λ௿͢ݮΔ͜ͱΛ໨తʹɺϢʔβͷٿ؟ͷয఺ௐઅػೳʹԠͨ͡࠷దͳө૾ఏࣔʹؔ͢ΔڀݚΛ行ͬͯ ͍Δɻ
2）ຫੑਛଁපऀױͷࡏ୐৯ྍࣄ๏ʹ͓͚Δ̞  ༺׆̩
Γɺ༰қͰ͸ͳ͍ɻ͕͋ڹ加͑ɺՈ଒ͷ̡̦̾ʹ΋Өʹऀױଓతͳ実ફ͕ཁ求͞ΕΔ͕ɺܧ౉Δʹظ๏͸ຫੑਛଁපͷॏಞԽΛ๷͙ඇৗʹॏཁͳ治ྍ๏Ͱ͋Γɺ௕ྍࣄ୐৯ࡏ　
ઁऔӫཆ؅ཧͱ͍͏؍఺Ͱ͸ͳ͘ɺௐཧ΍ӡಈʹ΋஫໨͠ɺऀױɾՈ଒ͷੜڥ؀׆σβΠϯͱ͍͏؍఺͔ΒMo5ٕज़Λ༻͍ͨੜࢧ׆ԉγεςϜʹؔ͢ΔڀݚΛ行ͬͯ ͍Δɻ
3）֦ுݱ実ײɾը૾ܭଌٕज़ͷεϙʔπԠ༻
　ࣛ԰ମҭ大ֶͱڞಉڀݚΛ実͍ͯ͠ࢪΔɻτοϓΞεϦʔτͷτϨʔχϯά΍高ྸऀͷ健康ҡ࣋ɾ૿ਐͷͨΊͷӡಈΛࢧԉ͢Δ͜ͱΛ໨తʹɺ֦ுݱ実ײ΍ը૾ܭଌٕज़ΛԠ༻
͠ɺద੾ͳίʔνϯά΍ӡಈऀͷϞνϕʔγϣϯҡ׆ʹ࣋༻͢Δ͜ͱΛࢼΈ͍ͯΔɻ
̐）֦ுݱ実ײͷ実利༻ʹ͚ͨ޲༗ޮੑධՁͱ利༻ํ๏ͷମܥԽ
　֦ுݱ実ٕײज़ͷ੒ख़ʹ൐͍ɺ作ࢧۀԉγεςϜ΍教ҭγεςϜͱͯ͠ͷ実利༻͕࢝·Γͭͭ͋Δ͕ɺద੾ͳ利༻ํ๏ʹؔ͢Δ知ݟ͸·ͱ·ͬͯ ͍ͳ͍ɻͦ͜Ͱɺ֦ ுݱ実ײͷ༷ʑ
ͳ利༻ํ๏ʹ͍ͭͯ༗ޮੑͷධՁΛ行͍ɺద੾ͳ利༻ํ๏ʹؔ͢Δ知ݟͷମܥԽʹऔΓ૊ΜͰ͍Δɻ͞Βʹͦͷ知ݟΛ·ͱΊͨΨΠυϥΠϯΛ΢Σϒϖʔδͱͯ͠ެ։͍ͯ͠Δɻ
5）೔ৗతର࿩Λܧଓ͢ΔώϡʔϚϯϩϘοτΠϯλϥΫγϣϯ	)3*

　安全ɾ安৺ɾշదͳ೔ৗతࢧԉΛ行͏ͨΊʹɺ֮ࢹɾ৮֮ɾδΣενϟͳͲʹΑΔϚϧνϞʔμϧͳର࿩ٕज़ͷ։ൃΛ໨తͱ͍ͯ͠Δɻ෺ཧతͳ਎ମΛ΋ͬͨϩϘοτʹݶΒ֦ͣ
ுݱ実ײϩϘοτɾόʔνϟϧϩϘοτΛؚΉϩϘοτϝσΟΞΛ利༻༷ͨ͠ʑͳώϡʔϚϯϩϘοτΠϯλϥΫγϣϯٕज़Λ͍ͯ͠ڀݚΔɻ
6）Ծ૝ɾ֦ுݱ実ײͷύϒϦοΫεϐʔΩϯάτϨʔχϯάԠ༻
　ਓͱ࿩͢ίϛϡχέʔγϣϯೳྗͷ܇࿅ʹɺԾ૝ɾ֦ ுݱ実ײΛԠ༻͠ɺͦ ͷޮՌΛ高ΊΔ͜ͱΛ໨తͱ͍ͯ͠ΔɻϓϨθϯςʔγϣϯͳͲͷਓલͰ࿩͢ঢ়گΛԾ૝͠ݱ࠶ʹڥ؀ɺ
༗ޮͳ৘ใఏࣔख๏ʹ͍͍ͭͯͯ͠ڀݚΔɻ

研究設備
　ϢϏΩタスディスプϨイ実験室、̏ ଌ૷ஔ、最新のϔッυマウントディスプܭ画૾ݩ࣍
Ϩイ、ϞーションΩϟプチϟシステム、マϧチϞーμϧA3/V3自動૸行車྆そのଞɼ֦
ுݱ実ײ実験システムなど
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ւ外連携研究機ؔ
・ミϡンϔン工科大学(υイπ)：֦ ுݱ実ײ
・国立成ޭ大学(୆࿷)：֦ ுݱ実ײのリϋϏリ支援応用
・プリϞϧスカ大学(スロϕχΞ)：̏ Ϣーβインタフェースݩ࣍
・トϨント大学（イタリΞ）：֦ ுݱ実ײのҩྍ応用
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